
豊田工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 建築設備Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 54207 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 後期:2
教科書/教材 「建築設備工学」田中俊六監修 （井上書院）
担当教員 森上 伸也
到達目標
(ア)建築設備と地球環境との関係を説明でき、建築設備の社会的な責任を説明できる。
(イ)建築設備に対する環境性能の評価方法を説明できる。
(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味できる。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。
(カ)防災設備の種類と役割を説明できる。
(キ)消火の原理及び消火設備の種類や役割が説明できる。
(ク)搬送設備の種類を説明でき、簡単な交通計算ができる。
(ケ)防犯設備の種類と特徴を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目(ア)
建築設備と地球環境との関係を説
明でき、建築設備の社会的な責任
を簡潔に説明できる。

建築設備と地球環境との関係を理
解できる。

建築設備と地球環境との関係を理
解できない。

評価項目(イ) 建築設備に対する環境性能の評価
方法を簡潔に説明できる。

建築設備に対する環境性能の評価
方法を理解できる。

建築設備に対する環境性能の評価
方法を理解できない。

評価項目(ウ) 空気調和設備で用いられる主要な
装置・機器を簡潔に説明できる。

空気調和設備で用いられる主要な
装置・機器を理解できる。

空気調和設備で用いられる主要な
装置・機器を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 B2 建築分野の必要な基礎的知識や技術を修得する。
本校教育目標 ② 基礎学力
教育方法等

概要

本科目は５年次の「建築設備Ⅱ」とシリーズになっており、建築設備全般を空気調和、給排水・衛生、電気分野に渡り
解 説する。「建築設備Ⅰ」では、空気調和設備及び防災設備を中心として基礎知識・基礎原理を学ぶ。近年の建築物が
、温湿度制御 に加え、室内で発生する多種多様な汚染物質の浄化に関わる空気質制御に重点が置かれていることから、
温熱環境と空気質環境の 工学技術や評価のあり方についても解説する。また、総合的な計画として、ライフサイクルア
セスメントや地球環境問題等にも理解を 深めてもらう。

授業の進め方・方法

注意点
「建築環境工学Ⅱ」および「建築環境工学Ⅲ」を修得していることを前提として授業を進める。（自学自習内容） 継続
的に授業内容の予習・復習を行うこと。
また、本科目は「建築設備Ⅱ」における履修推奨科目となっている。

選択必修の種別・旧カリ科目名
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ

1週 建築設備の概要と地球環境問題における役割：ライフ
サイクル、国際基準など

(ア)建築設備と地球環境との関係を説明でき、建築設
備の社会的な責任を説明できる。

2週 建築設備の概要と地球環境問題における役割：ライフ
サイクル、国際基準など

(ア)建築設備と地球環境との関係を説明でき、建築設
備の社会的な責任を説明できる。

3週 建築設備の概要と地球環境問題における役割：ライフ
サイクル、国際基準など

(ア)建築設備と地球環境との関係を説明でき、建築設
備の社会的な責任を説明できる。

4週 室内環境および環境性能評価：温熱環境指標、室内空
気質基準、エネルギー評価基準、CASBEE など

(ア)建築設備と地球環境との関係を説明でき、建築設
備の社会的な責任を説明できる。
(イ)建築設備に対する環境性能の評価方法を説明でき
る。

5週 空気調和設備の主要機器：熱負荷の種類と計算

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。

6週 空気調和設備の主要機器：空気調和機の概要と熱源の
配置および湿り空気線図

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。

7週 空気調和設備の主要機器：熱搬送機器（水系）

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。

8週 空気調和設備の主要機器：熱搬送機器（空気系）

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。



4thQ

9週 空気調和設備の構成、方式など

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。

10週 一般的な熱源と特殊熱源：地域冷暖房システム、コー
ジェネレーションなど

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。

11週 換気設備および排煙設備：自然換気、機械換気、防煙
区画、自然排煙、機械排煙など

(ウ)空気調和設備で用いられる主要な装置・機器を説
明できる。
(エ)建物の用途に応じた空気調和設備方式を吟味でき
る。
(オ)換気設備および排煙設備の方式を説明できる。

12週 防災設備：火災報知器、避難設備、非常用設備、避雷
設備など (カ)防災設備の種類と役割を説明できる。

13週 消火設備：消火の原理、種類、役割など
(カ)防災設備の種類と役割を説明できる。
(キ)消火の原理及び消火設備の種類や役割が説明でき
る。

14週 搬送設備：エレベーター、小荷物専用昇降機、エスカ
レーターなど

(ク)搬送設備の種類を説明でき、簡単な交通計算がで
きる。

15週 その他設備：防犯設備、洗濯設備、厨房設備、ごみ処
理設備など (ケ)防犯設備の種類と特徴を説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建築系分野 環境・設備

空気調和方式について説明できる。 3
熱源方式について説明できる。 3
消火設備について説明できる。 3
排煙設備について説明できる。 3
火災報知設備について説明できる。 3

評価割合
定期試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
専門的能力 70 30 100


